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A ¥ 6,500 B ¥ 5,500 （税込／全席指定）

※車いす席はお電話でのみ販売しております。　※未就学児童はご入場いただけません。
※やむを得ない事情により、曲目等が変更となる場合があります。あらかじめご了承ください。

主催：兵庫県、兵庫県立芸術文化センター

一般発売

9/6
日

☎0798-68-0255
（10:00AM ‒ 5:00PM　月曜休み ※祝日の場合翌日）

https://www.gcenter-hyogo.jpインターネット予約
※窓口での販売（残席がある場合）は9/8（火）より

芸術文化センター
チケットオフィス

芸術文化センター会員
先行予約受付開始 9/4 金

木

2027.

1/21 7:00PM開演（6:30PM開場）

無伴奏チェロ・リサイタル

©Marco Borggreve
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〒663-8204 兵庫県西宮市高松町2-22阪急西宮北口駅南改札口スグ／JR西宮駅より徒歩15分（阪急バス7分）

J.S.バッハ：無伴奏チェロ組曲 第１番 ト長調 BVW1007

カサド：無伴奏チェロ組曲

デュティユー：ザッハーの名による3つのストロフ

コダーイ：無伴奏チェロ・ソナタ op.8

Johann Sebastian Bach: Cello Suite No. 1 in G major, BWV1007

Gaspar Cassadó: Suite for Cello Solo

Henri Dutilleux: 3 Strophes sur le nom de Sacher

Kodály Zoltán: Sonata for Solo Cello, op.8

PROGRAM

ジャン＝ギアン・ケラス　9月発売チラシ A4（4/1）　オモテ Designed by
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　モントリオール生まれ。リヨン国立高等音楽院、フライブルク音楽大学、
ジュリアード音楽院でチェロを学ぶ。1990年より2001年までアンサンブル・
アンテルコンタンポランのソロ・チェロ奏者を務めた。
　レパートリーはバロックから現代まで多岐にわたり、ウィーン楽友協会、
コンセルトヘボウ、ウィグモア・ホール、カーネギーホール等、世界の
著名コンサートホールの多くでリサイタルを行っている。また、パリ管、
チューリッヒ・トーンハレ管、バイエルン放送響、ロンドン響、フィラデルフィア管、
Ｎ響、都響、読響をはじめとするオーケストラ、フィッシャー、ヘレヴェッへ、
ネゼ＝セガン、ノリントンを含む指揮者と共演。
　これまでに、ドヴォルザーク、エルガー等のチェロ協奏曲、バッハおよび
ブリテンの無伴奏チェロ組曲、ベートーヴェンおよびシューマンの室内楽
作品（ピアノ：A.メルニコフ、ヴァイオリン：I.ファウスト）、A.タロー（ピアノ）
とのデュオによるアルバム等、数 の々CDをリリース。
　2025年、音楽之友社より著書『バッハ《無伴奏チェロ組曲》との旅』が
刊行された。
　使用楽器は1707年製作のストラディヴァリウス “Kaiser”（カナダ
Canimex Inc.より貸与）。
　ドイツ・フライブルク音楽大学教授。

　名実ともに世界最高峰のチェリストと評される、ジャン＝
ギアン・ケラス。兵庫県立芸術文化センターにはたびたび
来演し、幾度となく客席を沸かせてきた。近年は室内楽
での出演が多かったが、このたび、実に14年ぶりに無伴奏
リサイタルを開催する。
　演奏会の始まりは、チェロ無伴奏曲の聖典、バッハの
組曲第1番。その前奏曲から、ケラスの夜が幕を開ける。
　２つめのチェロ組曲は、著名なチェリストであったカサドの
作品。この楽曲には、躍動感と歌心があふれるスペイン
情緒が随所に織り込まれている。
　後半は、20世紀フランスを代表する作曲家デュティユーが、
ロストロポーヴィチの委嘱により作曲した短い楽曲から始まる。
一音一音の運びが独特の色彩感を醸し出す、現代の名曲だ。
　そしてクライマックスは、超難曲として知られるコダーイの
ソナタ。この楽曲では、作曲家の祖国ハンガリーの民俗
音楽的な風情のなか超絶技巧が繰り出されていく。名手
ケラスの手により、無伴奏チェロの高みを体感できることだろう。
　ケラスのあたたかな音色で綴る名曲たち。ホールがこの上
ない歓びに包まれることは、想像に難くない。

チェロ
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ケラスの無伴奏、14年ぶりに芸術文化センターで！
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